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第６９回新生ふくしま復興推進本部会議 議事録 

 

■ 日時：平成２９年６月５日（月）９：２５～９：３０ 

■ 場所：第一特別委員会室（本庁舎２階） 

 

【鈴木副知事】 

ただ今から新生ふくしま復興推進本部会議を開催します。 

まずは議題の１つ目、「国への提案・要望について」、企画調整部長。 

 

【企画調整部長】 

４月に開催した本会議においてお示しした「原子力発電所事故への対応」

や「避難地域・浜通りの復興再生などに必要な施策に関する予算確保」など

を始めとする予算要望５つの視点に基づきまして、今週８日に国への提案・

要望活動を予定しています。 

 

資料１をご覧ください。 

図の中程にあります８つの柱立てに基づき、８日早朝には、県選出国会議

員の皆さんへの説明をした後、引き続き知事から、官邸、政党、関係省庁等

に対し、終日要望活動を行う予定です。 

 

続きまして資料１－１をご覧ください。 

以下、柱立てに基づいた要望３８項目について整理した一覧表です。 

１つ目の「全般的事項」では、当県の復興に係る財源や人員の確保、２つ

目の「避難地域・浜通りの復興再生」では、避難地域や帰還困難区域の復

興・再生のための生活環境整備、３つ目の「福島イノベーション・コースト

構想の推進・新産業の創出」では、構想の更なる推進や、再生可能エネルギ

ーや医療関連産業等の県内への集積及び振興、４つ目「原子力発電所事故へ

の対応」では廃炉・汚染水対策や除染の推進、５つ目「風評払拭・風化防止

対策の強化」では、農林水産物や観光、教育旅行に対する風評対策の強化、

６つ目「県民の健康と安全・安心を守る取組」では、避難者支援の充実や、

避難地域における防災対策、復興に必要な教育支援など、７つ目「産業再

生・インフラ整備」では、県全体の復興・創生を底上げする取組への支援、

８つ目「地方創生及びオリンピック・パラリンピック」では、地方創生や東

京オリンピック・パラリンピックにおける県の取組を推進するための支援な

どについて求めるものです。 

その他、詳細については、資料のとおりとなっております。 
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８月の概算要求に向け、政府予算対策は大詰めを迎えています。知事を筆

頭に、国に対して行動、交渉を粘り強く何度も重ね、具体的な成果が挙げら

れるよう、全庁を挙げて取り組んでまいりたいと考えています。 

 

【鈴木副知事】 

今の説明について、何か御質問・御意見等ありますか。 

なければ原案のとおり決定したいと思います。それでは知事からお願いし

ます。 

 

【知事】 

震災・原発事故から６年余が経過いたしました。 

「復興・創生期間」の２年目を迎える中で、避難指示が解除された地域の

生活環境整備を始め、帰還困難区域における特定復興再生拠点区域の認定に

際して、市町村の実情に応じた取組に対し支援を行うことや、福島イノベー

ション・コースト構想の更なる推進など、避難地域の復興を更に前進させる

ための要望活動を行います。 

 

また、原子力に依存しない安全・安心で持続的に発展可能な社会づくりを

復興の基本理念の一つに掲げていることを踏まえ、再生可能エネルギー先駆

けの地及び福島新エネ社会構想の実現に向けた対応など、県全体の復興・創

生の底上げを図る要望も盛り込んでおります。 

 

資料１－１に掲げた８つの柱、３８の項目はいずれも重要であります。 

各部局長においても、一人一人が先頭に立って、必要な予算を確保し、そ

れぞれの施策を形にすることができるよう、しっかり取り組んでください。 

以上です。 

 

【鈴木副知事】 

次に報告事項の１つ目、「福島県復興計画（第３次）の別冊について」、

企画調整部長。 

 

【企画調整部長】 

復興計画の別冊として、平成２９年度版を取りまとめました。 

この「別冊」は毎年度作成しておりますが、復興計画の１０の重点プロジ

ェクト、それから人口減少・高齢化対策、併せて１１の重点プロジェクトご



3 

 

とに、各取組を進めるための主な事業を予算額を入れた上で整理し、一覧で

きるようにしております。御活用いただければと思います。 

 

【鈴木副知事】 

今の説明に何かありますか。 

次に報告事項の２つ目、「財務事務の適正化について」、総務部長。 

 

【総務部長】 

資料３をお願いします。財務事務の適正化についてです。 

財務事務につきまして、平成２８年度の第４四半期までの予算執行状況の

確認を行いました。表の最下段になりますが、重点プロジェクトとなってお

ります重点事業、それから重点事業以外の主要事業、合計、いずれも執行率

で約９６％となっております。ほぼ昨年並みの執行状況で、適切に執行され

ていることを確認しております。 

引き続き、平成２９年度も、各部局によって自己点検の徹底を図るととも

に、出納局とも連携を図りながら、財務事務の適正化に努めていただきたい

と思います。 

 

【鈴木副知事】 

この説明について何かありますか。 

では、以上で復興推進本部会議を閉じます。 


